
実習科目
学校経営コースES12D002

ナンバリング
学校経営実地研究Ⅱ(School Management Practice II)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

必修 3 １
大学院教育学
研究科

氏名  山崎清男、福本昌之、大島崇、 雪丸武彦、有定裕雅、小池一彦

E-mail      内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

学校経営実地研究Ⅰを踏まえ、管理職(校長・教頭)の職務について適宜補佐することを通じて、観察・体験し、学校管理者として新しい学校づくりの方策を立案する能力を
養うことを目的とする。
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管理職の職務について必要な補佐を行うことができる。

新しい学校づくりへ向けた方策立案を行うことができる。
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A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

他の科目で学習した理論枠組を活かして実践を分析し課題の発見とその
解決策を探る。また、自らの実践や観察対象の実践を評価し改善策を見
出す。
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時間外学修
の内容と時
間の目安

準備
学修

事後
学修

教科書

特になし。必要な資料等は、大学より配付。

参考書

特になし。必要な資料等は、大学より配付。
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実習校における観察・体験への積極的参加度

実習日誌や観察記録等の資料作成

80%

20%

注意事項
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